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なされている(e.g., Schneider, 2017;  Byrne 








図 1a に 2000 年から 2017 年の夏季(ここでは






Zipser, 2005）。図 1b に雲頂高度が 17km よ
り高い対流雲の 7－9 月の発生頻度の気候値







流系の発生頻度が 1982 年以降 3 倍以上増加
している (Taylor et al., 2017)。 
 
大陸半球と海洋半球でそれぞれ平均した
OLR 偏差の緯度-時間断面を図 2a に示す。ま




















































いるかを調べる為に、100hPa, 北緯 15 度付
近および 200hPa, 7.5 度付近の水平発散の時
系列と、OLR および気圧座標系鉛直流との
相関を計算した(図４)。ちなみに、選択した
２地点はそれぞれ SVD２と SVD1 の発散の
中心にほぼ対応している。100hPa, 北緯 15 度
付近のものは、北緯 15 度付近の上昇流の強
化と関連する他、南緯 30 度、北緯 30 度付近
の下降流の強化にも関連している。これに関
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図 1 (a)北半球夏期 2000－2017 年平均 OLR 偏差（彩色）と同気候値（1981－2010 年平均. (b)
雲頂高度 17km 以上の対流雲の出現頻度の夏季気候値（2005－2016 年平均. (c)150hPa の気圧
座標系鉛直流の夏季気候値.  
 
             
図 2 大陸半球と海洋半球(a) OLR 偏差の緯度-時間断面図.  (b) (a)と同じ、ただし 100hPa に
おける水平発散. (c) (b)と同じ、ただし 925hPa の発散. 
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図 3  北半球夏季における気圧座標系鉛直流(ω)と水平発散の標準化共分散行列を用いた特異
値分解解析. (a) 水平発散の異質相関マップ、(b) (a)に同じ、ただし気圧座標系鉛直流. (c)時系
列.左列は SVD 第 1,右列は第 2 成分. (d) (c)の水平分散の時系列と OLR との相互相関. 
 
       
図 4 (a)100hPa,北緯 15 度付近の水平発散の時系列. (b) (a)の時系列と気圧座標系鉛直流の相
互相関係数. (c) (b)に同じ、ただし OLR との相互相関係数. (d) (a)に同じ、ただし 200hPa、北
緯 7.5 度付近の水平発散. (e, f) (b, c)に同じ、ただし(d)の時系列との相関係数. また図(d, c)の
破線は 375K の温位、流線は気候値の南北循環を示している. 
4
